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本
会
の
国
会
対
策
委
員
会
（
委

員
長
�
鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市
議
会

議
長
）
は
１１
月
２７
日
、
東
京
・
全

国
都
市
会
館
で
委
員
会
を
開
き
、

平
成
２１
年
度
地
方
税
財
政
対
策
に

関
す
る
重
点
要
望
を
決
定
。
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
大
や
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な

削
減
等
の
影
響
を
受
け
、
未
曽
有

の
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
る
地

方
財
政
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め

▽
地
方
交
付
税
の
増
額
▽
地
方
道

路
整
備
財
源
の
充
実
強
化
―
―
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
地
方
財
政
委
員

会（
委
員
長
�
小
川
裕
己
・
宇
部
市

議
会
議
長
）
の
正
副
委
員
長
と
合

同
で
、直
ち
に
保
利
耕
輔
・
自
民
党

政
調
会
長
に
面
談
、

要
望
す
る
な
ど
実
行

運
動
を
行
っ
た
。

ま
た
翌
２８
日
に

は
、国
会
対
策
・
地
方
財
政
両
委
員

会
が
、
合
同
で
実
行
運
動
班
を
編

制
。
要
望
事
項
の
実
現
を
図
る
た

め
、鳩
山
邦
夫
・
総
務
大
臣
や
細
田

博
之
・
自
民
党
幹
事
長
、
笹
川
堯

・
同
党
総
務
会
長
ら
政
府
・
与
党
関

係
者
と
面
談
し
配
慮
を
求
め
た
。

実
行
運
動
班
は
次
の
と
お
り
。

【
国
会
対
策
委
員
会
】
▽
川
崎
市

▽
江
別
市
▽
出
雲
市
▽
滝
川
市
▽

三
条
市
▽
大
野
市
▽
武
蔵
村
山
市

▽
行
方
市
▽
高
崎
市
▽
桐
生
市
▽

船
橋
市
▽
袋
井
市
▽
西
尾
市
▽
香

美
市
▽
久
留
米
市
▽
唐
津
市
▽
鹿

児
島
市
▽
霧
島
市
【
地
方
財
政
委

員
会
】
▽
宇
部
市
▽
小
松
島
市

「
国
・
地
方
の
定
期
意
見

交
換
会
」
が
１１
月
２５
日
、
首

相
官
邸
で
行
わ
れ
、
本
会
か

ら
は
藤
田
�
之
会
長
が
出
席

し
た
。

地
方
側
は
会
合
の
場
で
、

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
に
伴
う
地
方
へ
の
１
兆
円

の
配
分
方
法
を
め
ぐ
り
、
地

方
交
付
税
に
よ
る
確
保
を
求

め
た
。
ま
た
、
１
兆
円
の
枠

組
み
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付

金
」
と
は
別
枠
と
す
る
よ
う

求
め
た
。

同
交
付
金
は
国
の
道
路
特

財
約
３
・
３
兆
円
の
う
ち
、

約
０
・
７
兆
円
が
地
方
へ
財

源
移
転
さ
れ
て
い
る
も
の
。
１
兆

円
の
取
り
扱
い
の
議
論
の
中
で
、

閣
内
で
も
「
同
交
付
金
を
含
め
１

兆
円
」
「
別
枠
で
１
兆
円
」
と
判

断
が
分
か
れ
て
い
た
。

１
兆
円
に
同
交
付
金
を
含
む
の

な
ら
、
地
方
へ
の
実
質
的
な
配
分

額
は
０
・
３
兆
円
に
す
ぎ
な
い
。

政
府
は
「
生
活
対
策
（
２０
年
１０
月

３０
日
）
」
で
「
地
方
公
共
団
体
が

地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
財
源
支
援
措
置
を
講
じ
る
」
と

盛
り
込
ん
だ
が
、
三
位
一
体
改
革

で
体
力
を
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
地
方

へ
の
支
援
措
置
と
し
て
は
、
あ
ま

り
に
も
規
模
が
小
さ
す
ぎ
る
。

同
対
策
で
掲
げ
た
「
１
兆
円
を

地
方
の
実
情
に
応
じ
て
使
用
す
る

新
た
な
仕
組
み
」
を
実
効
性
あ
る

制
度
に
す
る
た
め
に
も
、
麻
生
内

閣
の
英
断
が
求
め
ら
れ
る
。

第1708号１２月５日平成20年
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本
会
な
ど
地
方
六
団
体
代
表
が

政
府
代
表
と
意
見
交
換

地
方
交
付
税
の
増
額
を

国
対
・
地
財
委
員
会
が
合
同
実
行
運
動

自民党の�保利政調会長�笹川総務会長�尾辻参院会長と山
崎参院幹事長に要望したほか、公明党の�山口政調会長に面
談する国対・地財委合同の地方税財政対策実行運動班
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（１） 平成２０年１２月５日 第１７０８号
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産
業
経
済
委
員
会
は
１１
月
２１

日
、
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門
で
委
員
会
を
開
き
、
平
成
２１

年
度
産
業
経
済
対
策
に
つ
い
て
の

要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
原
油
価
格
高
騰
対
策
�
農
林
水

産
事
業
者
の
省
エ
ネ
機
器
導
入
に

対
す
る
助
成
措
置
な
ど
�
食
の
安

全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策

�
製
造
・
販
売
業
者
等
に
対
す
る

食
品
の
適
正
な
表
示
の
徹
底
な
ど

�
農
業
振
興
対
策
�
農
業
の
持
続

的
な
発
展
に
関
す
る
施
策
の
充
実

な
ど
�
林
業
振
興
対
策
�
国
産
材

利
用
の
促
進
な
ど
�
水
産
業
振
興

対
策
�
「
水
産
基
本
計
画
」
に
基

づ
く
施
策
の
推
進
な
ど
�
農
林
水

産
業
共
通
対
策
�
担
い
手
の
確
保

・
育
成
対
策
の
拡
充
強
化
な
ど
�

中
小
企
業
振
興
対
策
等
�
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
保
護
な
ど
�
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
な
ど

会
議
終
了
後
、
小
泉
勇
一
副
委

員
長
（
北
海
道
伊
達
市
議
長
）
と

盛
耕
三
副
委
員
長
（
相
生
市
議

長
）
は
、
石
破
茂
・
農
林
水
産
大

臣
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
農
林
水
産
省
生
産
局

の
雨
宮
宏
司
・
農
業
生
産
支
援
課

長
が
「
水
田
の
有
効
活
用
」
、
同

省
大
臣
官
房
の
西
郷
正
道
・
環
境

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
長
が
「
農
林

水
産
省
に
お
け
る
原
油
価
格
高
騰

対
策
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

建
設
運
輸
委
員
会
は
１１
月
２５

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２１
年
度
建
設

運
輸
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
地
震

・
津
波
対
策
に
係
る
財
政
措
置
の

拡
充
強
化
、
効
率
的
か
つ
重
点
的

な
水
害
・
土
砂
災
害
対
策
の
実

施
、
雪
害
対
策
の
充
実
強
化
な
ど

�
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
推

進
�
道
路
整
備
の
促
進
、
新
幹
線

鉄
道
の
整
備
促
進
、
空
港
整
備
の

推
進
、
港
湾
整
備
の
推
進
な
ど
�

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
中
心
市

街
地
活
性
化
の
推
進
、
下
水
道
整

備
の
推
進
、
都
市
公
園
の
整
備
推

進
な
ど
�
観
光
立
国
の
推
進
�

「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
各
種
施
策
の
推
進
な
ど

会
議
終
了
後
、
木
村
正
義
委
員

長（
渋
谷
区
議
長
）、
�
橋
勝
次
郎

副
委
員
長（
芦
別
市
議
長
）、
井
上

文
伸
副
委
員
長（
尾
道
市
議
長
）、

美
谷
添
生
委
員（
郡
上
市
議
長
）ら

は
、
金
子
一
義
・
国
土
交
通
大

臣
、
原
田
義
昭
・
自
民
党
筆
頭
副

幹
事
長
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局

の
花
岡
洋
文
・
総
務
課
長
が
「
道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
等
」、

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
の
笹
森

秀
樹
・
観
光
地
域
振
興
課
長
が

「
観
光
庁
の
設
置
と
観
光
圏
整
備

法
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地
方
行
政
委
員
会
は
１１
月
２５

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２１
年
度
地
方

行
政
関
連
施
策
に
つ
い
て
の
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進

�
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直

し
と
権
限
・
事
務
・
財
源
の
一
体

的
な
移
譲
な
ど
�
地
方
議
会
の
権

能
強
化
等
�
地
方
議
会
活
動
を
制

約
し
て
い
る
規
定
の
見
直
し
、
地

方
議
会
議
員
の
法
的
位
置
付
け
の

明
確
化
な
ど
�
消
防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
�
財
政
措
置
の
充
実
�

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
�
過
疎
地

域
振
興
の
た
め
の
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
な
ど
�
市
町
村
合
併

に
対
す
る
支
援
の
拡
充
�
合
併
特

例
債
制
度
の
充
実
な
ど
�
基
地
対

策
関
係
予
算
の
確
保
等
�
治
安
対

策
の
強
化
等
�
北
方
領
土
返
還
	

青
少
年
健
全
育
成
対
策
の
充
実
強

化


人
権
救
済
制
度
の
確
立
�
外

国
人
政
策
の
総
合
的
な
推
進

会
議
終
了
後
、
本
田
博
信
委
員

長
（
東
海
市
議
長
）
、
永
井
邦
右

副
委
員
長
（
湯
沢
市
議
長
）
、
大

山
博
道
副
委
員
長
（
さ
ぬ
き
市
議

長
）
ら
は
、
岡
本
保
・
消
防
庁
長

官
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

の
佐
々
木
敦
朗
・
行
政
課
長
が

「
第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
の
動

向
等
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
会
の
産
業
経
済
・
建
設
運
輸
・
地
方
行
政
・
地
方
財
政
・
社

会
文
教
の
５
委
員
会
は
、
来
年
度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望

を
ま
と
め
実
行
運
動
を
展
開
し
た
。
会
議
概
要
は
次
の
と
お
り
。

予予
算算
編編
成成
にに
向向
けけ
要要
望望

本
会
５
委
員
会
が
会
議
開
く

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

石破農林水産大臣（右）に要望

岡本消防庁長官（左）に要望

１１月２１日・産業経済委員会

金
子
国
土
交
通
大
臣（
上
）、
原
田
自
民
党
筆
頭
副
幹
事
長（
下
）に
要
望

第１７０８号 平成２０年１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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社
会
文
教
委
員
会
は
１１
月
２８

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
社
会
文
教
施
策
に

つ
い
て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
地
域
医
療
保
健
施
策
�
医
師
不

足
対
策
の
充
実
、
地
域
医
療
の
再

生
な
ど
�
国
民
健
康
保
険
制
度
及

び
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
�
医
療
保
険
制
度
の

一
本
化
、
財
政
措
置
の
強
化
な
ど

�
介
護
保
険
制
度
�
低
所
得
者
対

策
の
充
実
な
ど
�
少
子
化
対
策
等

�
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
な
ど

�
社
会
福
祉
施
策
�
年
金
記
録
漏

れ
問
題
等
の
早
急
な
解
決
な
ど
�

雇
用
対
策
�
地
域
や
若
年
者
の
雇

用
対
策
の
充
実
な
ど
�
生
活
環
境

施
策
�
廃
棄
物
処
理
施
策
の
充
実

な
ど
�
文
教
施
策
�
公
立
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
化
な
ど

会
議
終
了
後
、
�
藤
拓
雄
委
員

長
（
阿
蘇
市
議
長
）
、
山
本
弘
吉

副
委
員
長
（
魚
津
市
議
長
）
、
森

永
功
副
委
員
長
（
綾
部
市
議
長
）

は
、
自
民
党
の
細
田
博
之
・
幹
事

長
、
原
田
義
昭
・
筆
頭
副
幹
事

長
、
谷
垣
禎
一
・
税
調
副
会
長
に

面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局

の
深
田
修
・
総
務
課
長
が
「
地
域

医
療
政
策
」
、
同
省
保
険
局
の
吉

岡
て
つ
を
・
高
齢
者
医
療
課
長
が

「
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地
方
財
政
委
員
会
は
１１
月
２６

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２１
年
度
地
方

税
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を

決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
地
方
交
付
税
の
増
額
と
機
能
の

強
化
�
税
収
の
減
少
等
に
対
す
る

確
実
な
財
政
措
置
、
地
方
交
付
税

の
増
額
、
財
源
保
障
機
能
及
び
財

政
調
整
機
能
の
強
化
な
ど
�
都
市

税
源
等
の
充
実
強
化
�
偏
在
性
の

少
な
い
地
方
税
体
系
の
構
築
、
特

別
減
税
の
実
施
に
対
す
る
補
填
措

置
な
ど
�
道
路
整
備
財
源
の
確
保

�
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

に
あ
た
っ
て
の
地
方
道
路
整
備
財

源
の
全
額
保
障
な
ど
�
地
方
債
資

金
の
所
要
額
の
確
保
等
�
公
債
費

負
担
対
策
の
拡
充
、
地
方
債
の
貸

付
条
件
の
改
善
な
ど
�
地
方
公
営

企
業
の
経
営
健
全
化
等
�
地
方
公

営
企
業
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充

実
強
化
な
ど
�
国
庫
補
助
負
担
金

の
整
理
合
理
化
�
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
・
一
般
財
源
化
な
ど

会
議
終
了
後
、
小
川
裕
己
委
員

長
（
宇
部
市
議
長
）
、
林
忠
男
副

委
員
長
（
砺
波
市
議
長
）
、
佐
野

善
作
副
委
員
長
（
小
松
島
市
議

長
）
は
、
河
村
建
夫
・
内
閣
官
房

長
官
に
面
談
、
要
望
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
内
藤
尚
志
・
交
付
税
課
長
が

「
平
成
２１
年
度
地
方
財
政
の
課

題
」
、
同
省
自
治
税
務
局
の
熊
谷

弘
・
固
定
資
産
鑑
定
官
が
「
平
成

２１
年
度
地
方
税
制
の
課
題
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

な
お
、
正
副
委
員
長
は
２７
日
と

２８
日
に
国
会
対
策
委
員
会
と
合
同

で
地
方
税
財
政
対
策
に
対
す
る
実

行
運
動
を
行
っ
た
�
１
面
掲
載
。

都
市
行
政
問
題
研
究

会
（
会
長
�
多
賀
谷
俊

史
・
大
阪
市
会
議
長
）

は
１１
月
２０
日
、
東
京
・

全
国
都
市
会
館
で
役
員

会
を
開
き
、
同
研
究
会

テ
ー
マ
「
都
市
に
お
け

る
エ
コ
対
策
」
の
調
査

研
究
に
資
す
る
加
盟
市
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
決
定
し
、
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
特

に
、
各
加
盟
市
の
エ
コ
対
策
に
お

け
る
重
点
施
策
及
び
重
点
施
策
の

う
ち
先
進
的
若
し
く
は
特
色
あ
る

取
り
組
み
の
ほ
か
、
市
議
会
に
お

け
る
様
々
な
取
り
組
み
の
回
答
を

求
め
て
い
る
。

同
研
究
会
で
は
、
同
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
、
今
日
の
環
境
問

題
の
解
決
へ
の
道
を
探
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
明
年
２
月
１２
日
開

催
の
第
８９
回
総
会
で
報
告
す
る
と

と
も
に
、
平
成
２２
年
２
月
に
ま
と

め
る
「
都
市
に
お
け
る
エ
コ
対

策
」
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

は
１１
月
２５
日
付
で
加
盟
８９
市
に
発

送
し
て
い
る
。

「
都
市
に
お
け
る
エ
コ
対
策
」

加
盟
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

都市研

役員会

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

細
田
幹
事
長（
中
央
）と
面
談

あいさつする多賀谷会長

河
村
官
房
長
官
に
要
望

（３） 平成２０年１２月５日 第１７０８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議
会
所
在
地
変
更

自
民
党
総
務
部
会
（
森
山
�
部

会
長
）は
、１１
月
２０
日
に
地
方
行
政

調
査
会
等
と
、
１１
月
２５
日
に
は
地

方
税
財
政
改
革
Ｐ
Ｔ
と
合
同
で
、

相
次
ぎ
会
議
を
開
き
、
地
方
六
団

体
代
表
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
、
藤
田
�
之
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）
が
１１
月
２０

日
、
石
川
隆
二
副
会
長
（
川
越
市

議
会
議
長
・
上
写
真
）
が
１１
月
２５

日
、
そ
れ
ぞ
れ
会
議
に
臨
ん
だ
。

各
会
議
で
は
地
方
側
か
ら
、
道

路
特
財
の
一
般
財
源
化
に
伴
う
、

１
兆
円
の
取
り
扱
い
に
意
見
が
集

中
。
「
１
兆
円
は
『
地
方
の
道
路

整
備
財
源
約
３
・
４
兆
円
』
と
は

別
枠
で
」「
一
般
財
源
化
し
て
も
、

地
方
の
整
備
費
約
３
・
４
兆
円
は

全
額
保
障
」
を
求
め
る
声
が
、
地

方
側
か
ら
次
々
と
上
が
っ
た
。

現
在
、
地
方
の
道
路
特
財
は
約

２
・
１
兆
円
。
こ
の
ほ
か
、
国
の

道
路
特
財
約
３
・
３
兆
円
の
う
ち

約
１
・
３
兆
円
が
、
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
な
ど
で
地
方
へ
財

源
移
転
さ
れ
て
い
る
。
合
計
で
約

３
・
４
兆
円
。

森
山
部
会
長
は
両
日
と
も
に
、

鹿
児
島
市
議
７
期
に
わ
た
る
自
身

の
経
歴
に
重
ね
合
わ
せ
、
地
方
の

主
張
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

地
方
六
団
体
で
組
織
す
る
地
方

自
治
確
立
対
策
協
議
会
等
は
１１
月

２５
日
、
「
地
方
財
政
確
立
・
分
権

改
革
推
進
」全
国
大
会
を
開
い
た
。

来
賓
と
し
て
細
田
博
之
・
自
民

党
幹
事
長
、
山
口
那
津
男
・
公
明

党
政
調
会
長
ら
が
出
席
す
る
中
、

全
国
の
自
治
体
関
係
者
が
東
京
・

憲
政
記
念
館
講
堂
に
参
集
。
多
数

の
国
会
議
員
も
駆
け
付
け
、
約
５

０
０
人
に
も
及
ぶ
参
加
者
で
会
場

は
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
六
団
体
を
代
表
し

て
本
会
の
藤
田
会
長
が
「
地
方
財

政
確
立
・
分
権
改
革
推
進
に
関
す

る
決
議
」
を
提
案
説
明
し
た
の

ち
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

決
議
で
は
、
三
位
一
体
改
革
で

５
・
１
兆
円
も
の
地
方
交
付
税
が

削
減
さ
れ
た
た
め
「
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
こ
と
さ
え
困
難
」
と

訴
え
て
い
る
。
地
方
が
危
機
的
な

状
況
か
ら
脱
却
す
る
に
は
▽
地
方

交
付
税
の
復
元
・
増
額
▽
地
方
税

財
源
の
充
実
・
強
化
―
―
な
ど
が

不
可
欠
と
位
置
付
け
て
い
る
。

自
治
体
は
国
の
礎
。
国
民
生
活

を
間
近
で
支
え
る
自
治
体
に
活
力

が
な
け
れ
ば
、
国
政
も
活
力
を
失

う
。そ
こ
で
大
会
終
了
後
、六
団
体

代
表
ら
は
決
議
の
実
現
に
向
け
、

実
行
運
動
を
展
開
し
た
。

本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六

団
体
や
国
民
健
康
保
険
中
央
会
な

ど
関
係
９
団
体
は
１１
月
２７
日
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改

革
を
求
め
て
「
国
保
制
度
改
善
強

化
全
国
大
会
」
を
東
京
・
明
治
神

宮
会
館
で
開
催
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
高
齢
化
の

進
展
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
な
ど

で
、
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら
国

保
特
別
会
計
へ
、
毎
年
多
額
の
繰

り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
大
会
で
は
、
当
面
す
る

諸
問
題
の
改
善
を
求
め
▽
医
療
保

険
制
度
一
本
化
の
実
現
▽
国
保
財

政
基
盤
強
化
策
の
拡
充
強
化
▽
診

療
報
酬
体
系
の
合
理
化
の
推
進
及

び
後
期
高
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し

た
報
酬
体
系
の
確
立
▽
医
師
確
保

対
策
の
強
力
な
推
進
及
び
地
域
医

療
体
制
の
充
実
・
強
化
▽
被
保
険

者
資
格
喪
失
情
報
届
出
の

義
務
化
▽
国
民
健
康
保
険

組
合
の
健
全
な
運
営
の
確

保
―
―
な
ど
を
求
め
る
決

議
を
採
択
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
関

係
者
約
１
１
０
０
人
が
参

加
。
本
会
を
代
表
し
て
出

席
し
た
�
藤
拓
雄
・
社
会

文
教
委
員
長
（
阿
蘇
市
議

会
議
長
）
は
、
議
長
団
に

選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
決

議
を
発
表
し
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

▽
山
梨
市
（
山
梨
県
）

山
梨
市
小
原
西
８
４
３
番
地

山
梨
市
役
所
（
東
館
２
階
）

（
郵
便
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
各

番
号
に
は
変
更
な
し
）

１２月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

自
民
党
総
務
部
会
が

相相
次次
ぎぎ
合合
同同
会会
議議
開開
催催

地
方
六
団
体
な
ど
関
係
９
団
体
が

国国
保保
制制
度度
改改
善善
求求
めめ
大大
会会

地地方方財財政政確確立立・・分分権権推推進進
地方六団体が全国大会

森
山
・
自
民
党
総
務
部
会
長

（
１１
月
２０
日
・
党
本
部
で
撮
影
）

大会決議を提案する藤田本会会長

�藤・本会社会文教委員長が決議を発表
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